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筑紫地区消防操法大会
　9月20日にJA筑紫本店（筑紫野市）で行われた
第20回筑紫地区消防操法大会。春日市消防団か
らは、9月5日に行われた市の大会で優勝した西分
団が出場しました。
　日々の訓練に励んできた同分団は、ポンプ車の
部で見事準優勝。真剣な表情で競技に臨む団員
の姿からは、「自分たちのまちを守る」という強い使
命感が感じられました。

輝 き  ふ れ あ い 　 安 ら ぎ の 都 市
ま ち
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財政健全化判断比率と

資金不足比率を公表します
　平成20年度決算について、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、4つの
財政健全化判断比率と、資金不足比率の算定を行いました。
　これらの指標は、議会や住民の監視の下、地方公共団体の財政の健全性を確保するため、議
会に報告し、公表することが義務付けられています。
　そこで、春日市の状況と、これらの指標の概要について報告します。

財政健全化判断比率

指標 平成19年度 平成20年度 早期
健全化基準

財政
再生基準

①実質赤字比率
普通会計※1を対象とした実質赤字の標準
財政規模※2に対する比率で、普通会計の
赤字の程度を指標化したもの

ー ー 12.63％ 20.00％

②連結実質赤字比率
全会計を対象とした実質赤字の標準財政
規模に対する比率で、全会計の赤字の程
度を指標化したもの

ー ー 17.63％ 40.00％

※１普通会計…一般会計と土地取得事業特別会計を合算したもの
※２標準財政規模…地方公共団体の一般財源の標準的な規模を示したもの（春日市は172億6801万1千円（平成20年度臨時財政対策債発行可

能額を含む））

　下表の「ー」は、赤字がない（黒字である）ことを示しており、平成20年度の実質赤字比率と連結実質赤字比率か
ら見た春日市の状態は、健全であるといえます。

①実質赤字比率②連結実質赤字比率

　①実質赤字比率②連結実質赤字比率③実質公債費比率④将来負担比率の4指標からなる財政健全化判断比率が
「早期健全化基準」を超えた場合、財政健全化計画を策定して外部監査に付し、自主的な改善努力による財政健全化
を図ることになります。さらに「財政再生基準」を超えた場合、財政再生計画を策定して外部監査に付し、国などの
強い関与の下で財政の再生化を図ることになります。

③実質公債費比率（3カ年平均）

指標 平成19年度 平成20年度 早期
健全化基準

財政
再生基準

③実質公債費比率
借入金の返済金およびこれに準じる負担
金などの標準財政規模に対する比率で、
資金繰りの危険度を指標化したもの

12.1％ 13.4％ 25.0％ 35.0％

※３一部事務組合…特定の業務を他市町と協力して行うために設立されたもの（春日・大野城・那珂川消防組合、春日大野城衛生施設組合などが
該当）

※４普通交付税…全国どの自治体でも必要最小限の行政サービスが受けられるよう、国から交付されるお金

　実質公債費比率は、市が直接借り入れた借入金への返済金だけでなく、一部事務組合※3などの借入金の返済に充
てるために、市から負担金として支出した費用も含んでいます。従来では表面化しなかった借入金相当分を含むた
め、地方の借入金の実態をより的確に表す指標といえます。
　平成19年度（17〜19年度平均）に比べ、平成20年度（18〜20年度平均）は1.3ポイント悪化しています。これは、
三位一体改革により平成18年度から普通交付税※4が減額され、標準財政規模が減少したことが大きな要因です。

財政健全化判断比率と

資金不足比率を公表します
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④将来負担比率

指標 平成19年度 平成20年度 早期
健全化基準

財政
再生基準

④将来負担比率
全会計と加入する一部事務組合などを対
象とし、一般会計などが将来負担すべき
実質的な借入金などの標準財政規模に対
する比率

8.1％ ー 350.0％

　将来負担比率は、借入金の未償還残高や退職手当見込額など、将来必ず支払わなければならない費用を含んでい
ます。この指標は、平成19年度に比べ大幅に改善しています。過去に借り入れた借入金の返済を着実に進め、かつ、
新たな借り入れも必要最小限に抑えているため、未償還残高が減少したことや、職員数の減少により、退職手当見
込額が減少したことが主な要因です。
　なお、将来負担比率については、財政再生基準はありません。

資金不足比率
　資金不足比率は、春日市では下水道事業会計に適用されます。
　資金不足比率が「経営健全化基準」を超えた場合、経営健全化計画を策定して外部監査に付し、自主的な改善努力
による経営健全化を図ることになります。　
　下表の「ー」は、資金不足がないことを示しており、平成20年度の資金不足比率から見た下水道事業会計の状態
は、健全であるといえます。　
　 資金不足比率 平成19年度 平成20年度 経営健全化基準

全会計と加入する一部事務組合などを対象とし、一般会計などが将
来負担すべき実質的な借入金などの標準財政規模に対する比率 ー ー 20.0％

　今回報告した指標は、主に「赤字の程度」や「将来必ず負担しなければならない額の程度」を表して
おり、この視点から見た春日市の財政状況は健全な状態にあるといえます。今後も、これらの指標の
推移に十分配慮しながら、適正な財政運営に努めます。

問い合わせ先　財政課財政担当　 （584）1111　 （584）1145

地
方
公
共
団
体
の
全
会
計

一般会計
普通会計

特別会計

公営企業会計※5 公営事業会計
※6

資金不足比率

一部事務組合・広域連合※7

地方公社・第3セクターなど※8

※５公営企業会計…春日市では下水道事業会計が該当
※６公営事業会計…春日市では国民健康保険事業特別会計、老人保健医療事業特別会計、後期高齢者医療事業特別会計、介護保険事業特別会

計が該当
※７広域連合…一部事務組合と同様、特定の業務を他市町村と協力して行うために設立されたもの（福岡県後期高齢者医療広域連合が該当）
※８地方公社・第3セクターなど…公有地の拡大の推進に関する法律第10条に基づき設立された、春日市土地開発公社が該当

各指標（比率）の対象となる範囲

①
実
質
赤
字
比
率

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

③
実
質
公
債
費
比
率

④
将
来
負
担
比
率

財政健全化判断比率
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春日市子ども読書活動推進計画
　春日市では、「子どもの読書活動の推進に関する法律」（平成13年12月12日 法律第154号）
に基づき、平成21年10月1日に「春日市子ども読書活動推進計画」を策定しました。この計画
は、学校関係者・幼児教育関係者・ボランティア活動者代表・市職員などで構成された「春日市
子ども読書活動推進計画作成連絡会」の提言を受けて策定したもので、市における子どもの読
書活動推進のための基本理念や施策を示しています。

♦計画の目的
　春日市に育つすべての子どもたちが、身近な場所で本にふれたり、読書に
親しんだりできるような環境を整備し、充実させることを目的とします。そ
のために、本そのものの提供だけでなく、絵本の読み聞かせや本の紹介など
を行って、年齢や発達段階に応じた読書機会の提供に努めます。

♦計画の対象
0歳〜おおむね18歳以下の子ども

♦計画の期間
　平成21年度〜 26年度

▷家庭での読書の大切さについての啓発
▷子ども文庫活動、読書ボランティア活動の活性化
▷保育所(園)・幼稚園での読み聞かせ、本の貸し出し、本の紹介の充実
▷児童センター、子育て支援センターなどでの読書推進活動の充実
▷市民図書館における乳幼児向けサービスの充実
▷市民図書館と学校図書館の連携強化
▷推進施策や事業についての進行管理組織の設置

▷小・中学校での読書活動推進のための
全体計画の作成

▷資料や情報を活用する指導計画の作成
▷「読書の時間」の充実
▷校内の読書活動推進体制の整備

▷学校図書館、保育所(園)、幼稚園、児童センターなどの蔵書の充実
▷市民図書館の児童図書の充実
▷学校・幼稚園教職員、保育士の読書推進に関する研修の充実
▷小・中学校における校内読書環境整備
▷学校図書館の環境整備、学校図書館司書の配置体制強化
▷学校図書館の運営に関する学校間の連携強化

▷「子ども読書の日」、「子ども読書週間」
の読書関連行事の実施

▷読書についての講座、研修会の開催
▷ファーストブック事業の充実

家庭や地域での子どもの読書活動の推進

学校での読書活動の推進

子どもの読書環境の整備

子どもの読書活動に関する理解と関心の普及

　家庭での読書の大切さについて理
解を求めるとともに、地域の子ども
文庫や読書ボランティア活動の充実
を図り、既存の各施設での読書活動
を強化します。

　すべての小・中学校で読書推進活
動を行い、資料や情報を活用した教
育活動を進めて、学校での読書の充
実を図ります。

　学校や学校図書館だけでなく、保
育所(園)、市民図書館、児童センター
などにおいても、子どもが日常生活
の中で、本にふれたり、読書に親しん
だりできるような環境を整えます。

　読書に関する講座や研修会などを
実施し、市民の子どもの読書活動に
ついて、理解を深め、関心を高めると
ともに、家庭での読書習慣の定着を
目指します。

➡

➡

➡

➡

問い合わせ先　社会教育課 図書館担当　 （584）4646　 （584）3900

策定
しました

※　計画の本文は市ホームページ
で見ることができます。
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春日のよかとこ・よかひと教えちゃろ〜！

春日市のお宝文化人・文化百選PR展
　平成18年度に「お宝文化人」として登録された33人の人と、「お宝文化百選」として登
録された86件の場所を知っていますか。
　現在、2次募集中であるこの「お宝文化人・文化百選」を広く市民の皆さんに知って
もらうために、PR展を開催します。

◦お宝文化人とは・・・
　市内を中心に芸術・芸能・歴史・音楽・華道・茶道・舞踊・木工・
農業・園芸・絵手紙・生活文化・遊びなど、あらゆる分野で活躍
している名人・上手・コレクターの皆さんを登録しています。

◦お宝文化百選とは・・・
　有名・無名にかかわらず、かけがえのない市民の宝といえる
市内の自然、景観、動植物、建物、風習、史跡などの歴史・文化資
源や風景を登録しています。

期日　11月7日㈯　午前10時〜午後4時

場所　春日市ふれあい文化センター新館
　　情報プラザ・旧館サンホール（大谷６ｰ 24）

※　春日市文化祭の１日目に合わせて行います。

　PR展では、お宝文化人さんの作品展示に加えて、体
験、実演、披露も行います。また、会場では、スタンプラ
リーも行いますので、家族で楽しむことができます。
内容
○情報プラザ（展示・体験）
▷お宝文化人さんの作品展示▷絵手紙体験コーナー
▷陶芸ろくろ実演▷切り絵実演

○サンホール（披露・講演）
▷映像によるお宝文化人・文化百選の紹介▷簡単に
できる漬物講座（白菜の漬け方など）▷コーラス▷マ
ジック▷朝鮮通信史▷筑前琵琶▷民謡▷笑わせ芸▷
博多仁

に わ か
和加など

※　来場者には、お土産を用意しています。ただし、
数に限りがあります。

お
宝
文
化
人
派
遣
依
頼
受
付
中
！

　

お
宝
文
化
人
事
業
の
一
環
と
し

て
、市
主
催
事
業
や
公
民
館
行
事
、育

成
会
行
事
な
ど
に
、お
宝
文
化
人
を

派
遣
し
て
い
ま
す
。派
遣
を
希
望
す

る
人
は
、相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
社
会
教
育
課（
ふ
れ
あ
い
文
化

セ
ン
タ
ー
内
）に
あ
る
文
化
人
冊
子

を
見
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　

社
会
教
育
課
社
会
教
育
担
当

（
５
７
５
）４
１
２
１

（
５
９
３
）７
３
８
０

春
日
市
の
お
宝
募
集
！（
２
次
募
集
）

　
12
月
末
ま
で
、お
宝
文
化
人・文
化

百
選
の
２
次
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
が
あ
っ
た
場
合
、「
春
日
市
の

お
宝
文
化
人
等
の
登
録
等
に
関
す
る

要
綱
」に
基
づ
き
選
定
し
、登
録
を
行

い
ま
す
。

応
募
方
法　
市
内
各
地
区
公
民
館・

公
共
施
設
に
置
い
て
い
る
チ

ラ
シ
裏
の
応
募
用
紙
を
社
会

教
育
課（
大
谷
６
ー
24
ふ
れ

あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）に

提
出
す
る　



public infomation from KASUGA city
市からの

お知らせ
　「市からのお知らせ」をはじめ、市報に掲載した記事は、市報の
発行日（毎月1日と15日）以降、市ホームページの「お知らせ」にも
載せます。
　そのほか、市報に掲載していない情報もありますので、ぜひ利
用してください。
市ホームページアドレス　http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

K A S U G A         C I T Y6

市
内
の
自
宅
・
事
業
所
内
の
樹

木
を
自
ら
せ
ん
定
し
て
出
た

枝
葉
は
、「
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
」で
出

し
ま
し
ょ
う
。

　

集
め
た
枝
葉
は
チ
ッ
プ
化
し
、ダ

ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
用
の
基
材
や

畑
の
マ
ル
チ
ン
グ
材
と
し
て
、「
リ
サ

イ
ク
ル
受
付
セ
ン
タ
ー
」で
無
料
配

布
し
て
い
ま
す
。

出
せ
る
も
の　
せ
ん
定
し
て
出
た
枝

（
長
さ
90
㎝
・
直
径
15
㎝
以

内
）と
葉

※　

草
や
竹
、枯
木
、枯
葉
は｢

燃
え

る
ご
み｣
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
自
己
搬
入
す
る
場
合

リ
サ
イ
ク
ル
受
付
セ
ン
タ
ー
に

持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。予
約
は

不
要
で
、指
定
の
袋
・
バ
ン
ド
も
い

り
ま
せ
ん
。

搬
入
場
所　

同
セ
ン
タ
ー（
白

水
ヶ
丘
１
ー
53
）

搬
入
日
時　
平
日
の
午
前
９
時
〜

午
後
４
時

処
理
料　
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り

１
１
０
円（
税
込
）

※　

長
さ
90
㎝
・
直
径
15
㎝
を
超

え
る
枝
に
つ
い
て
は
、同
セ
ン

タ
ー（
（
５
９
２
）２
５
０
２)

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

○
収
集
依
頼
す
る
場
合

地
区
の
担
当
収
集
業
者
に
電
話

で
予
約
し
、指
定
袋
か
指
定
バ
ン

ド
を
使
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

販
売
価
格（
税
込
）

▽
指
定
袋　

三
枚
３
３
０
円

▽
指
定
バ
ン
ド　

三
本
３
３
０
円

販
売
場
所　

各
地
区
公
民
館
、ナ

フ
コ
春
日
店
、グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
春
日
店

予
約
日
時　
平
日
の
午
前
９
時
〜

午
後
４
時

予
約
先（
各
地
区
の
担
当
収
集
業

者
）

▽
共
栄
資
源
管
理
セ
ン
タ
ー

（
５
９
２
）２
５
０
２

▽
ク
リ
ー
ン
春
日

（
５
８
２
）１
０
１
８

▽
春
日
総
業

（
５
９
２
）２
６
３
５

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
緑のリサイクルで出しましょう

自分でせん定した枝葉は・・・

ごみ減量推進課　 （584）1111 （584）1147

市
は
、毎
年
11
月
３
日「
文
化
の
日
」に
、

福
祉
、教
育
、ス
ポ
ー
ツ
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
市
の
発
展
に
寄
与
し
た
人
や
市

民
の
模
範
と
な
る
人
な
ど
を
表
彰
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
は
30
人
、３
団
体
を
表
彰
す
る
予
定

で
す
。表
彰
者
の
功
績
を
た
た
え
る
た
め
、ぜ

ひ
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、式
典
の
第
一
部
で
は
、劉

り
ゅ
う 

福ふ
く
く
ん君
さ

ん（
胡
弓
奏
者
）に
よ
る
祝
賀
の
演
奏
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

日
時　
11
月
３
日
㈫

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午（
予
定
）

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
サ
ン
ホ
ー

ル（
大
谷
６
ー
24
）

第22回春日市表彰式
今年の表彰者は30人、3団体

総務課 総務法制担当  （584）1111 （584）1145　ジェネリック医薬品は、新薬の特許が切れた
後に開発された、新薬と同じ有効成分と効き目
を持つ医薬品で、国が承認したものです。
　新薬より価格が安く、飲みやすくなるなど工
夫された薬もあります。また、利用することで薬
代が軽減されることもあります。
　薬代が安く済むと、皆さんの医療費負担だけ
でなく、国民健康保険税の負担も軽減されます。
　利用を始めようと考えている場合は、まず医
師・薬剤師に相談してください。
問い合わせ先　国保年金課国保担当
　　 （584）1111　 （584）1141

ジェネリック医薬品
知っていますか

白水大池公園西

福田造園

白水ヶ丘

白水小学校
ウトグチ瓦窯展示館

上白水池の下

Mr.Max

共栄資源管理センター

白
水
池

リサイクル受付センター
（共栄資源管理センター）
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高
齢
者
を
対
象
に
、「
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
」の
予
防
接
種
を
行
い
ま
す
。希
望
す
る

人
は
下
表
の
指
定
病
医
院
で
予
約
を
し
て
接
種
し

て
く
だ
さ
い
。

○
春
日
市
の
住
民
登
録
が
あ
る
65
歳
以
上
の
人

○
春
日
市
の
住
民
登
録
が
あ
る
60
〜
64
歳
の
人
で

次
に
該
当
す
る
人

▽
心
臓
、腎
臓
、呼
吸
器
の
機
能
に
重
い
障
害
が

あ
り
、身
体
障
害
者
手
帳
１
級
で
あ
る（
接
種

時
は
障
害
者
手
帳
を
病
医
院
に
持
参
）

▽
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）感
染
者

で
、医
師
か
ら
接
種
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し

い
と
判
断
さ
れ
た

期
間　
10
月
15
日
㈭
〜
平
成
22
年
２
月
28
日
㈰

※　

12
月
上
旬
ま
で
に
接
種
す
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

料
金　
１
，０
０
０
円

○
自
己
負
担
金
免
除
の
制
度
が
あ
り
ま
す

　

今
回
の
予
防
接
種
対
象
者
で
、生
活
保
護
を

受
け
て
い
る
世
帯
や
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

は
、無
料
で
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
ま
す
。た
だ

し
、事
前
に
自
己
負
担
金
免
除
の
申
請
が
必
要

で
す
。

申
請
方
法　
10
月
15
日
㈭
以
降
に
、健
康
課（
昇

町
１
ー
１
２
０
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）

ま
た
は
高
齢
課（
市
役
所
１
階
）で
申
請

す
る

※　

同
じ
世
帯
に
市
民
税
の
申
告
が
済
ん
で
な

い
人
が
い
る
場
合
は
、申
告
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、平
成
21
年
１
月
１
日
以
降
に
転
入

し
て
き
た
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
、事

前
に
健
康
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

季節性のインフルエンザ予防接種
高齢者を対象に行います

健康課 健康増進担当　 （501）1134 （501）0051

平
成
22
・
23
年
度
の
一
般（
指

名
）競
争
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請（
更
新
）の
受
け
付
け
を
開
始

し
ま
す
。

対
象　

現
在
、市
の
入
札
参
加
資
格

の
認
定
を
受
け
て
い
る
事
業

者（
資
格
の
有
効
期
限
が
平

成
22
年
３
月
31
日
）で
、引
き

続
き
入
札
参
加
資
格
審
査
の

申
請
を
希
望
す
る
事
業
者

受
付
期
間　
11
月
２
日
㈪
〜
30
日
㈪

（
消
印
有
効
）

※　

郵
送
ま
た
は
宅
配
で
受
け
付
け

ま
す
。

な
お
、申
請
要
項
と
指
定
様
式

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で

き
ま
す
。

資
格
有
効
期
間　
平
成
22
年
４
月
１

日
〜
平
成
24
年
３
月
31
日

※　

資
格
の
認
定
に
当
た
っ
て
は
、

市
町
村
税
・
消
費
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま

す
。詳
し
く
は
申
請
要
項
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、現
在
、春
日
市
の
入
札
参

加
資
格
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い

事
業
者（
新
規
）の
申
請
受
け
付
け

は
、平
成
22
年
１
月
に
実
施
し
ま

す
。

申
請
先　

財
政
課
契
約
担
当

（
〒
816
ー
８
５
０
１
春
日
市

役
所
）

平成22・23年度一般（指名）競争入札参加資格審査（更新）
申請受け付けを開始します

財政課 契約担当　 （584）1111 （584）1145

病医院名 電話番号
さくらこ診療所 （581）3693
四宮医院 （581）1314
しんかいクリニック （584）0011
陣の内脳神経外科クリニック （582）3232
すがはら内科クリニック （517）4512
武末内科医院 （581）8050
たけの内科クリニック （593）0500
天神山クリニック （573）8860
内藤内科医院 （591）8887
永尾クリニック （591）1123
中村整形外科医院 （575）5050
中山医院 （583）7178
西江こころのクリニック （588）2444
野北外科胃腸科医院 （591）1231
はなむら整形外科クリニック （589）6811
樋口病院 （572）0343

病医院名 電話番号
平塚整形外科医院 （581）7229
福岡徳洲会病院 （573）6622
藤崎内科循環器科医院 （582）8282
本田耳鼻咽喉科医院 （584）5553
孫田整形外科医院 （596）3123
まことクリニック （584）1470
またけ内科胃腸科クリニック （572）2180
みぎた消化器内科 （589）7500
みのだ胃腸科内科クリニック （584）3777
みやい内科クリニック （575）0068
村山医院 （592）8123
森園医院 （571）3373
安永クリニック （573）6003
横山小児科医院 （581）1203
和田整形外科医院 （591）0511
渡辺病院 （571）1777

病医院名 電話番号
荒牧内科 （501）1158
池田脳神経外科 （589）0150
伊原春日クリニック （582）1478
上田胃腸科内科医院 （591）5963
円入橋胃腸科外科医院 （596）2110
大西内科クリニック （595）2001
岡部病院 （573）5885
おかもと内科医院 （595）6608
おの子どもクリニック （501）2323
かくた小児科医院 （574）6168
かわらだクリニック （583）9678
城戸整形外科クリニック （513）5002
くぼた小児科医院 （595）0822
桑野整形外科医院 （571）3361
さかい耳鼻咽喉科医院 （586）1450
榊原医院 （572）3111

■指定病医院一覧表

※　この予防接種は、新型インフルエンザの予防接種ではありません。
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福
岡
県
食
育
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

い
た
だ
き
ま
す
っ
て
…
な
ん
だ
ろ
う
？

　

食
の
重
要
性
や
食
を
支
え
る
農
林
水

産
業
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、楽
し
み
な

が
ら
体
感
し
て
も
ら
う
催
し
で
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
。

日
時　

▽
11
月
７
日
㈯

　

午
前
11
時
〜
午
後
４
時

▽
11
月
８
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

場
所　

ア
ク
ロ
ス
福
岡
・
天
神
中
央
公

園（
福
岡
市
中
央
区
天て

ん
じ
ん神
１
ー

１
ー
１
）

※　

無
料
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。公

共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

内
容

▽
健
康
と
食
生
活
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ

ム
▽
徳と

く
な
が永
玲れ
い
こ子
さ
ん
に
よ
る「
い
の
ち
を

春日市役所
☎（584）1111

　 www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば

い
た
だ
く
」読
み
聞
か
せ

▽「
農
業
と
食
」を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
▽「
ふ
く
お
か
・
み
ん
な
で
家
族
鍋
」

チ
ャ
リ
テ
ィ
試
食
会

▽
野
菜
の
苗
植
え
付
け
体
験
、食
べ
物

塗
り
絵
、食
育
カ
ル
タ
な
ど
の
参
加

イ
ベ
ン
ト

▽
食
事
バ
ラ
ン
ス
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
の
食

生
活
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー

※　

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
農
林
水
産
部

農
林
水
産
物
安
全
課

（
６
４
３
）３
５
１
８

（
６
４
３
）３
５
７
３

第
32
回
春
日
市
市
長
杯

オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
大
会

　

誰
で
も
出
場
で
き
る
大
会
で
す
。気

軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
１
日
㈰（
雨
天
時
は
８
日

㈰
）、午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
予
定
）

※　

午
前
８
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
を

始
め
ま
す
。

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
テ
ニ

ス
コ
ー
ト（
大
谷
６
ー
28
）

種
目　

▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
級
・
Ｂ
級

▽
男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
級
・
Ｂ
級
・
シ
ニ

ア（
60
歳
以
上
）・
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア

（
70
歳
以
上
）

※ 　

組
み
合
わ
せ
は
当
日
発
表
し
ま

す
が
、参
加
人
数
に
よ
っ
て
種
目
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

参
加
費（
当
日
に
受
付
で
納
入
）

▽
一
般　

１
，５
０
０
円　

▽
春
日
市
テ
ニ
ス
協
会
会
員　

１
，

０
０
０
円

申
込
方
法　

10
月
22
日
㈭
ま
で
に
、往

復
ハ
ガ
キ
に
本
人
と
ペ
ア
の
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号（
協
会
会

員
は
所
属
ク
ラ
ブ
、優
勝
経
験

者
は
優
勝
年
度
も
）を
書
い
て

送
る（
フ
ァ
ッ
ク
ス
可
）

申
込
先　

同
大
会
係　

石い
し
い井
親よ
し
て
る輝

（
〒
816
ー
０
８
３
１
大
谷
２
ー

62
）

（
５
０
１
）１
９
５
７（

兼
用
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
大
会
係　

福ふ
く
し
ま嶋

（
５
８
６
）０
６
４
８（

兼
用
）

第
７
回
春
日
や
よ
い
の
里

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
参
加
者
募
集

対
象

▽
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
高
校
生
以
上
の
人

▽
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
に
所
属
す
る

人
日
時　

11
月
15
日
㈰（
雨
天
時
は
22
日

㈰
）、午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
予
定
）

※　

受
け
付
け
は
午
前
９
時
ま
で
で

す
。

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
テ
ニ

ス
コ
ー
ト（
大
谷
６
ー
28
）

種
目

▽
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
級
・
Ｂ
級

▽
一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
級
・
Ｂ
級

※　

ペ
ア
の
い
な
い
人
は
、電
話
で
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

参
加
費　

一
組
２
，０
０
０
円（
高
校
生

は
半
額
）

※　

当
日
、受
付
で
支
払
っ
て
く
だ
さ

い
。

申
込
方
法　

10
月
31
日
㈯
ま
で
に
、ハ

ガ
キ
に
ペ
ア
の
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
、参
加
種
目
を
書

い
て
送
る（
フ
ァ
ッ
ク
ス
可
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
連
盟　

宮み
や

本も
と

隆た
か
ゆ
き行（
〒
816
ー
０
８
５
３
泉

３
ー
56
）

（
５
８
２
）６
２
８
６（

兼
用
）

　市民の皆さんとのふれあいの場として、市内商工
業の事業内容や技術の紹介、商品（製品）などの展
示・即売、また、子どもからお年寄りまで楽しめるさま
ざまな催しを行います。
日時　11月1日㈰（小雨決行）
　　午前10時〜午後4時
※　豪雨の場合や新型インフルエンザの流行具合に
よっては中止します。
場所　県営春日公園子ども広場（原町3ｰ1ｰ4）
内容
▷市内商工業者による各種売店
▷出展業者によるPRタイム、特売タイム
▷お楽しみ大抽選会（午前・午後）
　※　抽選券を会場本部席で配布します。
▷タマゴ激安販売（一パック50円)
※　午前と午後に一回ずつ行います。なお、各回
先着500パックです。

▷ＪＡ筑紫による産直農産物販売
▷佐世保市・九重町の特産品などの販売
▷消防はしご車試乗体験（午前のみ）
▷警察パトカー・白バイ記念撮影（午後のみ）
▷ふわふわキリン、汽車ぽっぽ
▷フリーマーケット（50店舗）
▷ステージでの各種イベント
※　天候や諸事情により変更する場合があります。
問い合わせ先　春日市商工会
　　 （581）1407　 （575）0702

市内商工業者の事業や技術を紹介します

第18回春日市商工展・まつり
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申
込
方
法　

11
月
20
日
㈮
ま
で
に
、春

日
市
社
会
福
祉
協
議
会（
昇
町

３
ー
１
０
１
）に
受
講
申
込
書

を
提
出
す
る

申
込
先　

春
日
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
５
８
１
）７
２
２
５

（
５
８
１
）７
２
５
８

※　

研
修
内
容
や
受
講
申
込
書
の
入
手

場
所
な
ど
、詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
社
会
福
祉
協

議
会
地
域
福
祉
部
地
域
課

（
５
８
４
）３
３
７
７

（
５
８
４
）３
３
６
９

春
日
市
献
血
推
進
協
議
会

献
血
に
ご
協
力
を

　

治
療
に
必
要
な
血
液
は
、す
べ
て

献
血
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。現
在
は

４
０
０
㎖
献
血
の
み
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、年
間
の
献
血
回
数
と
採
血
量

に
は
制
限
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
28
日
㈬

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

場
所　

春
日
北
小
学
校
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ル
ー
ム（
岡
本
１
ー
35
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
協
議
会（
市
福
祉

計
画
課
内
）

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）３
０
９
０

健
診
料　

一
人
３
，０
０
０
円（
オ
プ

シ
ョ
ン
検
査
は
別
途
実
費
が
必

要
）

申
込
方
法　

10
月
15
日
㈭
〜
30
日
㈮
の

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に
、電

話
で
申
込
書
を
請
求
す
る

※　

後
日
、申
込
書
を
送
付
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
商
工
会

（
５
８
１
）１
４
０
７

（
５
７
５
）０
７
０
２

ふ
く
お
か
健
康
隊

養
成
研
修

　

介
護
予
防
に
つ
な
が
る
体
操
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
活
動
を
通
じ
、

「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」で
高

齢
者
の
元
気
づ
く
り
の
応
援
を
す
る
人

材
を
養
成
し
ま
す
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。

対
象　

受
講
後
に
地
域
の
高
齢
者
サ

ロ
ン
な
ど
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
動
で
き
る
人

日
時　

12
月
２
日
㈬
・
８
日
㈫
・
16
日

㈬
・
18
日
㈮（
計
４
日
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
30

分（
最
終
日
の
み
午
後
３
時
ま

で
）

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町

３
ー
１
ー
７
）

定
員　

１
０
０
人（
申
込
多
数
の
場
合

抽
選
）

い
き
い
き
ル
ー
ム 

会
員
登
録
説
明
会 
高
齢
者
運
動
教
室

　

い
き
い
き
ル
ー
ム
は
、運
動
機
器
を

利
用
し
て
、自
分
に
合
っ
た
運
動
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
施
設
で
す
。運
動
を

初
め
て
行
う
人
や
、体
力
に
自
信
が
な

い
高
齢
者
も
、無
理
な
く
運
動
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

会
員
登
録
説
明
会

同
ル
ー
ム
を
利
用
す
る
に
は
会
員

登
録
説
明
会
の
受
講
が
必
要
で
す
。

対
象　

い
き
い
き
ル
ー
ム
会
員
証
を

持
っ
て
い
な
い
人

日
時　

月
〜
土
曜
日（
祝
日
を
除

く
）の
約
１
時
間
程
度

※　

利
用
者
が
多
い
場
合
は
、予
約

時
間
の
変
更
を
お
願
い
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

内
容　

会
員
登
録
手
続
き
、利
用
方

法
の
説
明
、運
動
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
個
別
ア
ド
バ
イ
ス
、ス

ト
レ
ッ
チ
体
操
な
ど

※　

説
明
会
終
了
後
は
、ル
ー
ム
内

で
引
き
続
き
運
動
を
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す（
１
時
間
ま
で
）。

利
用
料（
登
録
料
含
む
）

　

▽
65
歳
未
満　

一
回
３
５
０
円

　

▽
65
歳
以
上　

一
回
２
５
０
円

持
っ
て
く
る
も
の　

上
ぐ
つ
、運
動

し
や
す
い
服
装
、タ
オ
ル
、

飲
み
物

申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
、電
話
で

予
約
す
る

い
き
い
き
レ
ッ
ス
ン

比
較
的
元
気
な
高
齢
者
を
対
象
と

し
た
介
護
予
防
教
室
で
す
。

対
象　

お
お
む
ね
65
〜
75
歳
の
人

日
時　

11
月
４
日
〜
平
成
22
年
１
月

27
日
の
水
曜
日（
計
12
日
）

午
前
10
時
〜
11
時

内
容　

ボ
ー
ル
や
ス
テ
ッ
プ
台
、

チ
ュ
ー
ブ
な
ど
を
使
っ
た

運
動

※　

初
日
は
会
員
登
録
説
明
会
を
併

せ
て
行
い
ま
す
。

　

な
お
、レ
ッ
ス
ン
終
了
後
は
、同

ル
ー
ム
で
運
動
を
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す（
１
時
間
ま
で
）。　

参
加
費　

一
回
２
５
０
円

定
員　

15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

10
月
15
日
㈭
〜
29
日
㈭

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番

号
を
伝
え
る

古
希
元
気
塾

体
力
低
下
が
気
に
な
る
人
や
腰
・

肩
・
ひ
ざ
な
ど
の
痛
み
が
あ
る
人
、外

出
の
機
会
が
少
な
く
身
体
を
動
か
す

こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
人
な
ど

の
た
め
の
運
動
教
室
で
す
。

運
動
強
度
は
軽
め
で
す
。

対
象　

お
お
む
ね
70
歳
以
上
の
市

民
、ま
た
は
体
力
に
自
信
が

な
い
高
齢
者

※　

治
療
中
の
人
は
医
師
か
ら
の
運

動
許
可
が
得
ら
れ
、自
身
で
健
康

管
理
が
で
き
る
人
に
限
り
ま
す
。

日
時　

11
月
６
日
〜
12
月
25
日
の
金

曜
日（
計
８
日
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

内
容　

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、バ

ラ
ン
ス
運
動
、腰
や
ひ
ざ
の

改
善
体
操
な
ど

参
加
費　

一
回
２
５
０
円

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

10
月
15
日
㈭
〜
29
日
㈭

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番

号
を
伝
え
る

場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
ル
ー

ム

（
５
０
１
）１
１
６
２

（
５
０
１
）０
０
５
１

春
日
市
商
工
会

安
衛
法
に
基
づ
く
健
康
診
断

　

市
内
商
工
業
者
の
労
働
福
祉
事
業
と

し
て
、労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
健

康
診
断
を
行
い
ま
す
。

対
象　

市
内
商
工
業
者（
商
工
会
員
に

限
る
）

日
時　

11
月
16
日
㈪
〜
19
日
㈭

午
前
７
時
30
分
〜
午
後
０
時
30

分

場
所　

同
商
工
会
館（
伯
玄
町
２
ー
24
）

内
容　

▽
内
科
診
察
▽
胸
部
Ｘ
線
撮
影

▽
心
電
図
▽
身
体
計
測
▽
血
圧

▽
視
力
▽
聴
力
▽
腹
囲
計
測
▽

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
▽
ヘ

モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
Ｃ
な
ど

※　

オ
プ
シ
ョ
ン
で
各
が
ん
検
査
、肝

炎
検
査
な
ど
も
受
け
ら
れ
ま
す
。
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が
で
き
る
人

日
時　

11
月
19
日
㈭
〜
12
月
17
日
㈭
の

毎
週
木
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
階

５
０
１
研
修
室

受
講
料　

１
，０
５
０
円（
テ
キ
ス
ト

代
）

定
員　

40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

11
月
５
日
㈭（
必
着
）ま
で

に
、ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏
名（
ふ

り
が
な
）、電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス

番
号
、年
齢
、職
業
を
書
い
て
送

る（
フ
ァ
ッ
ク
ス
可
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
福
祉
法

人
福
岡
県
聴
覚
障
害
者
協
会
要

約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座（
応

用
講
座
）受
講
申
込
係（
〒
816
ー

０
８
０
４
原
町
３
ー
１
ー
７
ク

ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
３
階
）

（
５
８
２
）２
４
１
４

（
５
８
２
）２
４
１
９

子
育
て
マ
マ
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

親
子
ふ
れ
あ
い
体
操

　

親
子
で
一
緒
に
、楽
し
く
体
操
を
し

て
遊
び
ま
せ
ん
か
。

対
象　

０
歳
児
と
保
護
者

期
日
・
場
所

▽
10
月
20
日
㈫
、11
月
24
日
㈫

白
水
大
池
公
園
管
理
棟
２
階（
大
字

下
白
水
２
０
９
）

福
岡
県
Ｓ
Ｃ
Ｄ
友
の
会

医
療
講
演
会
・
交
流
会

　

脊せ
き
ず
い髄
小
脳
変
性
症
に
つ
い
て
の
講
演

会
と
交
流
会
を
行
い
ま
す
。

日
時　

11
月
８
日
㈰

▽
午
後
１
時
15
分
〜
２
時
45
分

　

医
療
講
演
会

▽
午
後
２
時
45
分
〜
３
時
30
分

　

質
疑
応
答

▽
午
後
３
時
30
分
〜
４
時
45
分

　

交
流
会

※　

開
場
時
間
は
午
後
１
時
で
す
。

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
西
棟
５

階
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
Ｃ（
原
町

３
ー
１
ー
７
）

演
題　
「
脊
髄
小
脳
変
性
症
と
生
活
自

立
の
為た

め

の
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い

て
」

参
加
費　

一
世
帯
５
０
０
円（
同
会
の

会
員
は
無
料
）

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
会
事
務
局

０
９
４
８（
２
８
）６
４
０
８（

兼

用
）

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

平
成
22
年
度
訓
練
生
募
集

募
集
訓
練
科　

▽
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
製
図

科
▽
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
▽

商
業
デ
ザ
イ
ン
科
▽
Ｏ
Ａ
ビ

ジ
ネ
ス
科
▽
福
祉
住
環
境
科
▽

ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
科
▽
総
合
実

務
科

対
象　

身
体
障
害
ま
た
は
知
的
障
害
の

あ
る
人

※　

右
記
以
外
の
障
害
の
あ
る
人
は
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
科
で
は

重
度
視
覚
障
害
者
向
け
の
音
声
パ
ソ

コ
ン
に
よ
る
訓
練
を
始
め
ま
す
。

訓
練
期
間　

平
成
22
年
４
月
８
日
㈭
〜

23
年
３
月
18
日
㈮

※　

プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
は
訓
練
期
間

が
２
年
間
で
す
。

応
募
期
限　

平
成
22
年
１
月
７
日
㈭

（
必
着
）

※　

募
集
要
項
や
入
校
願
書
は
、最
寄

り
の
公
共
職
業
安
定
所（
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
）に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

▽
同
校０

９
３（
７
４
１
）５
４
３
１

０
９
３（
７
４
１
）１
３
４
０

http://w
w

w
.fukuoka-kunren.

net/

▽
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
岡
南

（
５
１
３
）８
６
０
９

要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

受
講
者
募
集

　

県
は
、聴
覚
障
害
者
の
福
祉
増
進
を

図
る
た
め
、要
約
筆
記
に
必
要
な
技
術

な
ど
の
指
導
を
行
う
要
約
筆
記
奉
仕
員

の
養
成
講
座（
応
用
課
程
）を
開
催
し
ま

す
。

対
象　

次
の
条
件
を
満
た
す
人

▽
基
礎
課
程
修
了
者

▽
受
講
終
了
後
に
要
約
筆
記
通
訳
活
動

▽
10
月
26
日
㈪
、11
月
９
日
㈪

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
多
目
的
室（
昇
町

１
ー
１
２
０
）

※　

複
数
回
参
加
可
能
で
す
。

定
員　

各
回
20
組

参
加
費　

一
回
２
０
０
円（
保
険
料
を

含
む
）

申
込
方
法　

電
話
で
参
加
希
望
日
を
伝

え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

㈳
日
本
３
Ｂ

体
操
協
会　

服は
っ
と
り部

０
９
０（
５
４
７
０
）６
２
９
４

（
５
０
２
）０
９
０
９

参
加
者
募
集

パ
パ
マ
マ
教
室

　

夫
婦
で
こ
れ
か
ら
の
出
産
や
育
児
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

妊
娠
経
過
が
順
調
で
、出
産
予

定
日
が
１
月
・
２
月
の
妊
婦
と

そ
の
夫

日
時　

11
月
７
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

内
容

▽
助
産
師
に
よ
る
話｢

お
産
の
仕
組
み

と
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン｣

▽
育
児
実
技（
も
く
浴
実
習
な
ど
）

定
員　

20
組（
申
込
先
着
順
）

参
加
費　

一
組
４
０
０
円

申
込
方
法　

10
月
16
日
㈮
〜
30
日
㈮

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、生
年
月
日
、電
話
番

号
、出
産
予
定
日
を
伝
え
る

※　

当
日
は
、母
子
健
康
手
帳
を
持
っ

て
来
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

認
定
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す

福
岡
県
認
定
リ
サ
イ
ク
ル
製
品

　

県
は
、品
質
や
安
全
性
な
ど
の
面
で

一
定
の
基
準
を
満
た
す
リ
サ
イ
ク
ル
製

品
に
つ
い
て
認
定
を
行
い
、そ
の
利
用

促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
に

２
７
７
製
品
を
認
定
し
ま
し
た
。

　

第
８
回
認
定
の
申
請
受
け
付
け
を
開

始
し
ま
す
。

受
付
期
間　

10
月
19
日
㈪
〜
30
日
㈮

※　

認
定
の
対
象
と
な
る
製
品
や
申
請

方
法
な
ど
、詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

県
環
境
部
循
環
型
社

会
推
進
課
リ
サ
イ
ク
ル
係

（
６
４
３
）３
３
７
２

（
６
４
３
）３
３
７
７

http://w
w

w
.pref.fukuoka.lg.jp
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情報ひろば

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

各
種
講
習
会

こ
ど
も
緑
の
教
室（
木
工
ク
ラ
フ
ト
）

日
時　

11
月
７
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

参
加
費　

無
料

定
員　

80
人（
申
込
不
要
・
先
着
順
）

冬
の
庭
木
の
管
理（
マ
ツ
の
も
み
あ

げ
池
）

日
時　

11
月
22
日
㈰

▽
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

▽
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

参
加
費　

無
料

定
員　

各
30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
開
始
日　

10
月
20
日
㈫

こ
け
玉
づ
く
り

日
時　

12
月
５
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分

参
加
費　

１
，０
０
０
円（
材
料
費
）

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
期
間　

11
月
１
日
㈰
〜
25
日
㈬

松
竹
梅
盆
栽
づ
く
り

日
時　

12
月
６
日
㈰

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

参
加
費　

３
，５
０
０
円（
材
料
費
）

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
期
間　

11
月
１
日
㈰
〜
25
日
㈬

場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン

タ
ー（
久
留
米
市
田
主
丸
町
益ま

す

生お

だ田
１
１
２
５
）

０
９
４
３（
７
２
）１
１
９
３

０
９
４
３（
７
２
）１
５
５
８

40
代
か
ら
の

職
業
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー

対
象　

お
お
む
ね
45
歳
以
上
の
人

期
日　

10
月
27
日
㈫

時
間
・
内
容

▽
午
前
10
時
〜
正
午

「
中
高
年
の
た
め
の
再
就
職
準
備
」

▽
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

「
中
高
年
の
働
く
環
境
づ
く
り
」

参
加
費　

無
料

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡

高
齢
期
雇
用
就
業
支
援
コ
ー

ナ
ー（
博
多
区
博は

か
た
え
き
ま
え

多
駅
前
３
ー

25
ー
21
博
多
駅
前
ビ
ジ
ネ
ス

セ
ン
タ
ー
３
階
）

（
４
３
３
）１
０
６
８

（
４
３
３
）１
０
６
９

中
高
生
の
保
護
者
向
け

フ
リ
ー
タ
ー
等
予
防
セ
ミ
ナ
ー

　

就
職
問
題
に
関
す
る
知
識
や
関
心
を

保
護
者
に
高
め
て
も
ら
う
セ
ミ
ナ
ー
で

す
。参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

11
月
７
日
㈯

▽
午
後
１
時
〜
３
時　

講
演
会

▽
午
後
３
時
〜
５
時　

個
別
相
談
会

場
所　

エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル（
福
岡
市

中
央
区
天て

ん
じ
ん神
１
ー
４
ー
２
）

演
題　
「
未
来
を
担
う
子
供
の
育
成
」

講
師　

小こ
じ
ま島
貴た
か
こ子
さ
ん（
立
教
大
学
大

学
院
准
教
授
）

定
員

▽
講
演
会　

２
０
０
人

▽
個
別
相
談
会　

20
人

※　

い
ず
れ
も
申
込
先
着
順
で
す
。

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
若
者

し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
７
２
０
）８
８
３
２

（
７
２
５
）１
７
７
６

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

技
能
講
習

　

㈳
福
岡
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
は
、働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者

の
た
め
に
技
能
講
習
を
行
い
ま
す
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。

講
習
名　

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
技
能
講
習

対
象　

60
〜
69
歳
の
求
職
中
の
人
で
普

通
自
動
車
免
許
を
持
っ
て
い
る

人

※　

就
業
中
の
人
や
、過
去
１
年
間
に

同
連
合
会
主
催
の
講
習
を
受
講
し
た

人
を
除
き
ま
す
。

日
時　

11
月
９
日
㈪
〜
13
日
㈮

午
前
９
時
〜
午
後
４
時（
変
更

す
る
場
合
あ
り
）

場
所　

福
岡
市
東
区
千ち

は
や早

定
員　

20
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

10
月
26
日
㈪
ま
で
に
、市

福
祉
計
画
課（
市
役
所
１
階
）に

あ
る
申
込
用
紙
を
郵
送
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
連
合
会

（
６
２
３
）５
６
５
６

（
６
２
３
）５
６
７
７

春
日
市
体
育
協
会
ワ
ン
コ
イ
ン
教
室

「
誰
で
も
わ
か
る
ス
ポ
ー
ツ
科
学
」

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
運
動
・

ス
ポ
ー
ツ
が
体
に
及
ぼ
す
影
響
や
け

が
、故
障
の
予
防
法
を
教
え
ま
す
。

日
時

▽
11
月
15
日
㈰　

午
前
10
時
〜
正
午

▽
11
月
26
日
㈭　

午
後
７
時
〜
９
時

▽
11
月
27
日
㈮　

午
後
７
時
〜
９
時

※　

１
回
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新
館

研
修
室
１
・
２（
大
谷
６
ー
24
）

講
師　

森も
り
や
ま山
善よ
し
ひ
こ彦
さ
ん（
福
岡
県
体
育

協
会
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
委
員

会
）

受
講
料　

一
回
５
０
０
円

定
員　

50
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

11
月
８
日
㈰
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
住
所
、氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
会

（
５
７
４
）９
１
３
１

（
５
７
４
）９
１
３
８

haru-t@
bb.csf.ne.jp

　秋は過ごしやすく、お出掛けには絶好の季節。環境を
考えるきっかけとなるさまざまなイベントに参加して
みませんか。市では10月18日㈰、市役所で「環境フェ
ア」と「秋のガレージセール」を行います。
　環境にやさしいリユースの輪に参加してみたり、エ
コのアイデアにふれたりと、楽しくエコライフを始め
ませんか。
　マイバッグ・マイ箸を片手にぜひ来場してください。
環境フェア・ガレージセール
日時　10月18日㈰　午前10時〜午後3時
場所　市役所
※　環境フェアのみ雨天決行です。

問い合わせ先　環境課　
（584）1111　 （584）1147
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問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
高
齢

者
・
障
害
者
安
心
サ
ポ
ー
ト

ネ
ッ
ト
筑
紫
出
張
所

（
９
２
１
）２
１
３
０（

兼
用
）

福
岡
県
沖
縄
地
域
戦
没
者
追
悼
式

参
加
者
募
集

　

㈶
福
岡
県
遺
族
連
合
会
は
、沖
縄
で

の
福
岡
県
出
身
者
の
戦
没
者
と
一
般

戦
災
死
没
者
の
追
悼
式
を
行
い
ま
す
。

こ
の
追
悼
式
へ
の
参
列
者
を
募
集
し
ま

す
。

対
象　

沖
縄
地
域
で
の
福
岡
県
出
身
者

の
戦
没
者
・
一
般
戦
災
死
没
者

の
遺
族（
配
偶
者
、父
母
、子
、兄

弟
姉
妹
で
福
岡
県
に
居
住
し
て

い
る
人
）

日
時　

平
成
22
年
１
月
22
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時

※　

１
月
21
日
㈭
に
出
発
し
ま
す
。

場
所　

沖
縄
県
糸
満
市「
福
岡
の
慰
霊

の
塔
」

定
員　

25
人（
申
込
多
数
の
場
合
選
考
）

※　

参
加
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

申
込
方
法　

10
月
29
日
㈭
ま
で
に
、電

春
日
市
社
会
福
祉
協
議
会

平
成
21
年
度
市
民
福
祉
講
座

　

い
ず
れ
も
参
加
は
無
料
で
、手
話
通

訳
・
要
約
筆
記
・
託
児（
無
料
・
各
先
着
20

人
）も
あ
り
ま
す
。

「
あ
な
た
の
意
思
を
い
つ
ま
で
も
〜

成
年
後
見
制
度
と
遺
言
を
学
ぶ
〜
」

日
時　

11
月
７
日
㈯　

午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

託
児
申
込
期
限　

10
月
30
日
㈮

「
災
害
に
備
え
て
〜
い
ざ
！
と
い
う

と
き
の
た
め
に
〜
」

日
時　

11
月
14
日
㈯　

午
後
１
時
30

分
〜
午
後
３
時
30
分

託
児
申
込
期
限　

11
月
６
日
㈮

場
所　

春
日
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
昇
町
３
ー
１
０
１
）

※　

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

定
員　

各
１
０
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

10
月
15
日
㈭
以
降
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
、希
望
講
座
名
を

伝
え
る

問
い
合
わ
せ
先　

同
協
議
会
地
域
福
祉

　

課

（
５
８
１
）７
２
２
５

（
５
８
１
）７
２
５
８

純
真
短
期
大
学
公
開
講
座

管
理
栄
養
士
受
験
対
策
講
座

対
象　

管
理
栄
養
士
国
家
試
験
の
受
験

を
予
定
し
て
い
る
人

日
時　

12
月
13
日
㈰
・
20
日
㈰
、平
成
22

年
１
月
17
日
㈰
・
24
日
㈰
・
31
日

日（
計
５
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
10
分

（
受
け
付
け
は
午
前
９
時
30
分

か
ら
）

場
所　

同
大
学
短
大
棟（
福
岡
市
南
区

筑ち
く
し
が
お
か

紫
丘
１
ー
１
ー
１
）

受
講
料　

２
，０
０
０
円

※　

テ
キ
ス
ト
は
各
自
で
準
備
し
て
く

だ
さ
い
。詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
見
て
く
だ
さ
い
。

定
員　

40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

12
月
４
日
㈮
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル

で
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
伝

え
る

※　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
む
こ

と
も
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
大
学
公
開

講
座
係

（
５
４
１
）１
５
１
３

（
５
５
２
）２
７
０
７

http://w
w

w
.junshin-c.ac.jp

info@
junshin-c.ac.jp

ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ

講
演
会
・
交
流
会

　

英
語
を
は
じ
め
、い
ろ
い
ろ
な
国
の

言
葉
を
身
に
付
け
な
が
ら
、世
界
の
人

た
ち
と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
る
同
ク

ラ
ブ
に
よ
る
講
演
会
・
交
流
会
で
す
。

日
時
・
場
所

講
演
会（
保
護
者
対
象
）

▽
11
月
11
日
㈬　

午
前
10
時
〜
正
午

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町
３
ー

１
ー
７
）

▽
11
月
13
日
㈮　

午
後
６
時
30
分
〜

８
時
30
分

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー（
大
谷

６
ー
24
）

▽
11
月
14
日
㈯　

午
後
２
時
〜
４
時

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

交
流
会

11
月
15
日
㈰　

午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

※　

交
流
会
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

参
加
費　

無
料

託
児　

一
人
５
０
０
円（
要
予
約
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
ク
ラ
ブ　

安や
す
こ
う
ち

河
内

０
１
２
０（
５
５
７
）７
６
１

０
９
０（
８
３
９
９
）２
４
７
０

（
５
０
２
）２
１
４
６

後
見
制
度
や
遺
言
・
相
続
な
ど

無
料
法
律
相
談
会

　

成
年
後
見
制
度
や
遺
言
・
相
続
、財
産

管
理
、死
後
事
務
処
理
に
つ
い
て
の
法

律
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

日
時　

11
月
26
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
学
習
室

（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
会
事
務
局

（
７
６
１
）０
０
１
２

（
７
８
１
）２
０
５
６

小
学
３
年
生
〜
高
校
生
の
た
め
の

冬
休
み
海
外
派
遣

　

文
部
科
学
省
所
管
の
㈶
国
際
青
少
年

研
修
協
会
は
、４
つ
の
海
外
派
遣
事
業

を
行
い
ま
す
。

　

事
前
研
修
会
で
は
、仲
間
作
り
か
ら

丁
寧
に
指
導
し
ま
す
の
で
、安
心
し
て

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

小
学
３
年
生
〜
高
校
生

派
遣
先　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、カ
ン
ボ

ジ
ア
、サ
イ
パ
ン
、フ
ィ
ジ
ー

日
程　

12
月
26
日
㈯
〜
平
成
22
年
１
月

４
日
㈪

内
容　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、文
化
交
流
、学
校
体
験
、地

域
見
学
、野
外
活
動
な
ど

参
加
費　

22
万
８
，０
０
０
〜
35
万
８
，

０
０
０
円

※　

別
途
共
通
経
費
が
必
要
で
す
。

申
込
期
限　

11
月
６
日
㈮

※　

派
遣
先
に
よ
り
、対
象
年
齢
、日

程
、内
容
、参
加
費
が
異
な
り
ま
す
。

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
協

会（
〒
108
ー
０
０
７
３
東
京

都
港
区
三み

た田
５
ー
７
ー
８
ー

９
２
１
）

０
３（
６
４
５
９
）４
６
６
１

０
３（
６
４
５
９
）４
６
３
３

http://w
w

w
.kskk.or.jp
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情報ひろば

筑
紫
薬
剤
師
会

薬
草
観
察
会
参
加
者
募
集

　

四
王
寺
山
の
薬
草
を
、薬
剤
師
と
一

緒
に
楽
し
み
な
が
ら
勉
強
し
ま
せ
ん

か
。

日
時　

11
月
８
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
１
時（
集
合

は
午
前
９
時
30
分
）

※　

昼
食
は
各
自
で
用
意
し
て
く
だ
さ

い
。

集
合
場
所　

太
宰
府
市
文
化
ふ
れ
あ
い

館（
太
宰
府
市
国こ

く
ぶ分
４
ー
９
ー

１
）横
の
多
目
的
広
場

参
加
費
　
無
料

定
員　

30
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

10
月
15
日
㈭
〜
30
日
㈮

に
、薬
草
観
察
会
の
ポ
ス
タ
ー

を
掲
示
し
て
い
る
薬
局
に
あ
る

申
込
用
紙
を
提
出
す
る

問
い
合
わ
せ
先　

㈳
筑
紫
薬
剤
師
会
事

務
局

（
５
７
１
）８
１
１
６

（
５
７
１
）８
１
４
６

選
ば
れ
た
ら
ご
協
力
を

検
察
審
査
会
審
査
員

　

検
察
審
査
会
と
は
、犯
罪
の
被
害
者

や
犯
罪
を
告
訴
・
告
発
し
た
人
か
ら
検

察
官
の
不
起
訴
処
分
を
不
服
と
し
て
申

し
立
て
が
あ
っ
た
と
き
に
審
査
を
す
る

機
関
で
す
。

　

審
査
員
は
、選
挙
権
を
有
す
る
国
民

の
中
か
ら「
く
じ
」で
選
ば
れ
た
11
人
で

構
成
さ
れ
、国
民
を
代
表
し
て
、申
し
立

て
の
あ
っ
た
不
起
訴
処
分
に
つ
い
て
審

査
し
ま
す
。

　

審
査
員
に
選
ば
れ
た
と
き
は
、国
民

の
代
表
と
し
て
、協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
第
一
・
第
二
検

察
審
査
会
事
務
局

（
７
８
１
）３
１
４
１

設
置
作
業
を
引
き
受
け
ま
す

住
宅
用
火
災
警
報
器

　

住
宅
火
災
の
死
亡
原
因
の
ほ
と
ん
ど

で
あ
る
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
、住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
は
、法
律
で
義

務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

㈳
春
日
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
困

難
だ
と
感
じ
て
い
る
高
齢
者
な
ど
を
対

象
に
、有
料
で
設
置
を
引
き
受
け
ま
す
。

　

金
額
な
ど
、詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

（
５
９
６
）１
８
２
６

（
５
９
６
）１
８
２
７

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
の
た
め
の

支
援
事
業

　

総
務
省
で
は
、経
済
的
な
理
由
な
ど

で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
世
帯（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
全
額

免
除
世
帯
）に
対
し
て
、簡
易
な
チ
ュ
ー

ナ
ー（
受
信
機
）を
無
償
給
付
す
る
な
ど

の
支
援
を
、10
月
か
ら
開
始
し
て
い
ま

す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

※　

支
援
の
申
し
込
み
に
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ

と
受
信
契
約
を
結
び
、全
額
免
除
の

適
用
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、支
援
は
現
物
支
給
で
す
。自

身
で
購
入
し
た
チ
ュ
ー
ナ
ー
、ア
ン

テ
ナ
改
修
な
ど
の
費
用
の
精
算
は
で

き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
省
地
デ
ジ

チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン

タ
ー

０
４
４（
９
６
９
）５
４
２
５

０
４
４（
９
６
６
）８
７
１
９

開
館
し
ま
し
た

筑
前
町
立
大
刀
洗
平
和
記
念
館

　

か
つ
て
東
洋
一
と
う
た
わ
れ
た
大
刀

洗
飛
行
場
の
歴
史
と
事
実
を
後
世
に
語

り
継
ぎ
、平
和
を
希
求
す
る
情
報
発
信
・

教
育
の
施
設
と
し
て
、10
月
３
日
に「
筑

前
町
立
大
刀
洗
平
和
記
念
館
」が
開
館

し
ま
し
た
。

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま

で
）

※　

12
月
29
日
〜
１
月
３
日
は
休
館
し

ま
す
。

場
所　

筑
前
町
高た

か
た田
２
５
６
１
ー
１

※　

乗
用
車
90
台
、バ
ス
５
台
が
収
容

で
き
る
無
料
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。

入
館
料

▽
大
人　

５
０
０
円

▽
高
校
生　

４
０
０
円

▽
小
・
中
学
生　

３
０
０
円

※　

15
人
以
上
の
団
体
料
金
は
、そ
れ

ぞ
れ
１
０
０
円
引
き
で
す
。

　
　

な
お
、小
学
生
未
満
は
無
料
で
す
。

同
館
を
支
援
す
る
会
会
員
募
集

　

平
和
の
大
切
さ
を
訴
え
、同
館
を

地
域
で
支
え
る
輪
を
広
げ
る
た
め
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

同
会
会
員
に
は
、特
典
と
し
て
専

用
パ
ス
ポ
ー
ト
を
配
布
し
ま
す
。詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

▽
筑
前
町
企
画
政
策
課

０
９
４
６（
４
２
）６
６
０
１

▽
同
館０

９
４
６（
２
３
）１
２
２
７

０
９
４
６（
２
３
）９
０
０
９

http://tachiarai-heiw
a.jp

安
心
の
た
め
の

自
賠
責
保
険

　

自
賠
責
保
険
は
、年
間
約
１
１
６
万

件
も
の
交
通
事
故
の
被
害
者
に
支
払
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

こ
の
10
年
間
で
交
通
事
故
の
死
傷
者

数
は
約
７
％
増
加
し
、１
０
４
万
人
以

上
の
人
が
亡
く
な
っ
た
り
、負
傷
し
た

り
し
て
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
は
、誰
も
が
被
害
者
に
、そ

し
て
加
害
者
に
も
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。自
賠
責
保
険
は
、万
一
の
交
通
事

故
の
際
の
基
本
的
な
対
人
賠
償
を
目
的

と
し
て
、バ
イ
ク
・
原
動
機
付
自
転
車
を

含
む
す
べ
て
の
自
動
車
の
保
有
者
に
加

入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
強
制
保
険

で
す
。

　

自
賠
責
保
険
の
限
度
額
は
、交
通
事

故
の
被
害
者
に
対
す
る
最
低
補
償
と
い

う
考
え
方
で
決
め
ら
れ
て
お
り
、死
亡

３
，０
０
０
万
円
、傷
害
１
２
０
万
円
で

す
。実
際
の
損
害
は
、こ
の
金
額
を
超
え

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、任
意
保
険

に
も
加
入
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

　

な
お
、無
保
険
車
の
運
行
は
ド
ラ
イ

バ
ー
の
基
本
的
マ
ナ
ー
に
反
す
る
ば
か

り
で
は
な
く
、処
罰
の
対
象
と
な
り
ま

す
。特
に
車
検
制
度
の
な
い
バ
イ
ク
、原

動
機
付
自
転
車
は「
期
限
切
れ
」や「
か

け
忘
れ
」 

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
道
路
防
災
課

　

（
５
８
４
）１
１
１
１

　

（
５
８
４
）１
１
４
３

▽
自
賠
責
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

　

http://w
w

w
.jibai.jp
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が
、移
植
が
可
能
で
す
。

移
植
に
関
す
る
権
利

　

移
植
に
関
し
て
は
、死
後
に
臓

器
を「
あ
げ
た
い
」、「
あ
げ
た
く
な

い
」
、あ
る
い
は
移
植
の
た
め
の

臓
器
を「
も
ら
い
た
い
」、「
も
ら
い

た
く
な
い
」と
い
う
権
利
が
あ
り

ま
す
。現
在
の
臓
器
移
植
法
の
下

で
は
、脳
死
を
人
の
死
と
と
ら
え

る
か
否
か
は
個
人
で
判
断
し
選
択

で
き
ま
す
し
、ど
の
考
え
方
も
尊

重
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、最
終
的
に
は
必
ず
家

族
の
承
諾
が
必
要
と
な
る
の
で
、

家
族
と
各
々
の
意
思
に
つ
い
て
話

し
合
い
、自
分
の
意
思
を
伝
え
て

お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

臓
器
提
供
の
意
思
表
示

　

現
在
の
臓
器
移
植
法
で
は
、脳

死
下
の
臓
器
提
供
に
は
本
人
の
書

面
に
よ
る
意
思
表
示
が
必
要
で

す
。

臓
器
移
植
と
は

　

ほ
か
の
人
か
ら
健
康
な
臓
器
を

も
ら
っ
て
手
術
す
る
こ
と
を「
臓

器
移
植
」と
い
い
ま
す
。

　

臓
器
の
働
き
が
悪
い
た
め
に
、

い
ろ
い
ろ
な
薬
や
手
術
で
も
病
気

を
治
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
人
も
、そ
の
臓
器
が
健

康
な
も
の
に
な
れ
ば
普
通
の
生
活

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

提
供
で
き
る
臓
器
・
組
織

　

提
供
で
き
る
臓
器
は
臓
器
移
植

法
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。脳
死

で
提
供
で
き
る
臓
器
は
、心
臓
・
肝

臓
・
肺
・
小
腸
・
腎
臓
・
膵す

い
ぞ
う臓
で
す
。

ま
た
、心
停
止
後
に
提
供
で
き
る

の
は
、腎
臓
・
膵
臓
・
眼
球（
角
膜
）

で
す
。

　

皮
膚
・
心
臓
弁
・
血
管
・
耳じ

し
ょ
う小
骨こ
つ
・

気
管
・
骨
な
ど
に
つ
い
て
は
、臓
器

移
植
法
で
規
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

10
月
は
臓
器
移
植
普
及
月
間
で
す

　

意
思
表
示
カ
ー
ド（
ド
ナ
ー

カ
ー
ド
）や
シ
ー
ル
、ま
た
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
登
録
し
て
発
行
さ

れ
た
登
録
カ
ー
ド
に
署
名
し
て
、

携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
意
志
表
示
カ
ー
ド
は
、市

役
所
、い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町

１
ー
１
２
０
）、各
地
区
公
民
館
な

ど
に
置
い
て
い
ま
す
。

　

日
本
に
は
、臓
器
提
供
を
待
っ
て
い
る
人
が
、お
よ
そ
１
万
４
，

０
０
０
人
も
い
ま
す
。

　

臓
器
移
植
・
臓
器
提
供
に
つ
い
て
家
族
で
話
し
合
い
、自
分
の
意
思

を
携
帯
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

たんぽぽメール
子育てサポーター募集のお願い
　子育て支援センターで、子育てのサポートをしてくれる人を募
集します。
　子どもと遊ぶことが好きな人（見守りサポーター）や、子ども
に関することで支援したいと思っている人など、子育てに興味
のある人は、ぜひ連絡してください。

◆作ってみよう 「ホース落とし」◆
　このおもちゃは「ホース落とし」と言って、単純にホースを穴
の中に入れるだけのおもちゃですが小さな子どもにとっては難
しいものです。
　10カ月〜１歳半くらいの子どもにお勧めです。

材料　少し深めのタッパー、ホース、はさみ、カッター
作り方
①タッパー（保存容器）に、ホースの直径よりも少し大きな穴を
開けます。初めに、穴を開ける場所にペンで印を付けておき、
カッターで少し切り込みを入れておくと、簡単・安全に穴が開
けられます。
②はさみでホースを適当な長さに切ります。子どもがホースを
飲み込むことがないように、少し長めに切りましょう。

※　このおもちゃは、子どもの手につかみやすく指先を使うの
で集中力が付くとい
われています。
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副
そえじま

島 悠
ゆう

希
き

ちゃん（春日原南町）
平成18年10月16日生

山
やま

田
だ

 隼
しゅんや

也ちゃん（原町）
平成19年10月25日生

廣
ひろ

瀬
せ

 凌
りょういち

一ちゃん（光町）
平成19年10月16日生

有
ありかわ

川 優
ゆう

希
き

ちゃん（桜ヶ丘）
平成20年10月27日生

吉
よしおか

岡 澪
み お

央ちゃん（白水ヶ丘）
平成20年10月28日生

10月後期

12
月
生
ま
れ
の

赤
ち
ゃ
ん
募
集

※
３
歳
ま
で

写
真
の
裏
に
赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
住
所
、
電

話
番
号
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
11
月
２
日
㈪（
必
着
）ま
で
の
到

着
分
の
中
か
ら
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

送
り
先　

市
報
か
す
が「
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
」係
（
〒
816
ー
８
５
０
１

春
日
市
役
所
）　　
　
　
　
　

 　

  

※
写
真
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

市の人口   9/15現在

◎総人口  109,343人

女 　56,054人

男　 53,289人

◎世帯数  43,935世帯

春日市総合情報メール
　防犯・防災情報を中心に、11分野
の行政情報の中から希望する情報

（複数選択可）を配信するサービスで
す。
　下の携帯用バーコードから登録す
るか、空メールを次のアドレスに送
り、返信メールに書き込まれた URL
をクリックし、画面の指示に従って
登録してください。
　登録は無料です。

ke-as-anzen@ansinkasuga.jp
問い合わせ先

地域づくり課 
☎（584）1111
（584）1153

▲地域の夏祭りでソーラン節を披露する児童

春日南小学校
所在地　春日8-100
（501）4155　 （501）4284

　本校は春日小学校、春日東小学校の児童増加に伴い、
昭和50年に新設開校し、今年度で創立35年目を迎えま
す。
　児童数は年々増え続けており、平成21年9月1日現在、
児童数981人、学級数30学級、職員数51人と、市内小
学校では一番の大規模校です。校区は春日、惣利、塚原
台、大土居、紅葉ヶ丘、ちくし台の6地区で構成されていま
す。

　本校の良さはなんと言ってもこの6地区の住民や保護者
の皆さんの結びつきを強くしていることです。
　コミュニティ・スクールに移行した今年5月に開催した運
動会閉会式での「地域の方の話」の中で、中

なかむら

村十
と め ぞ う

米蔵ちく
し台地区自治会長は、「地域の未来を担う大切な子どもた
ちのために、学校、保護者、地域のわれわれがそれぞれの
役割と責任を果たしながら、共に力を合わせて地域の学校
をつくり上げていきましょう。隣の子も、その隣の子も、自分
の子ども同様、あたたかく見守っていただきたい」と、力強く
語られました。
　このように、現在、本校は「『生きて働くことばの力』の育
成」を、学校・保護者・地域の共育目標とし、3者が協働して

「地域の学校づくり」を進めています。学校での学びの成
果を児童が地域で披露したり、児童が地域の皆さんや保
護者と共に安全について考え合ったりするなどして、本校
の特色ある「地域連携カリキュラム」を今後、充実・発展さ
せていきたいと考えています。

市内小・中学校の特色や取り組みなどを紹介します。



　秋は行楽のシーズン。遠出をするのに快
適な気候となり、旅行にドライブにと楽しい
想像もふくらみます。
　かく言う私はもっぱら自然派。特に最近は
山歩きが趣味になりました。山から元気をも
らいながら、ぐんぐん山頂を目指していくの
は気分爽快。そして、それと同じくらい計画
を立てるのも楽しいものです。「このルートに
は有名な滝があるな」、「ここには珍しい花
が咲いてるぞ」、「帰りはこの温泉で汗を流
そう」などと想像しながら、ザックに荷物を詰
めていきます。
　それほどお金を使わなくてもウォーキン
グに森林浴、さらには温泉まで楽しめてしま
う、まさに癒しのフルコース。目にも鮮やか
な紅葉、抜けるような秋晴れ、丸 と々太った
木の実やキノコに出会いながら自然に浸っ
ていると、最高の贅沢をしているように思え
てくるのです。　　　　　　　　　　　  8

ウトグチＣ遺跡の
割
わりたけがたもっかん

竹形木棺

　昭和63年から平成元年にかけて行わ

れたウトグチＣ遺跡（白水ヶ丘三丁目）の

発掘調査では、４世紀前半に造られた５

基の方墳が発見されました。遺体を納め

た木棺は腐って無くなっていますが、土の

堆積状況を確認すると、割竹形木棺であ

ることが分かりました。

　割竹形木棺とは、丸太を縦割りにし、内

部をくり抜いて蓋
ふた

と身
み

としたもので、古い

時期の古墳に見られるものです。

（奴国の丘歴史資料館）
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